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入学試験問題

私 法

（注意）

１．問題冊子（表紙を含む）は３枚です。

２．問題冊子は指示があるまで開かないで下さい。

３．問題冊子と下書き用紙は持ち帰って下さい。

４．解答は、鉛筆、シャープペンシル、ペン、ボールペンのいずれで記入して

も構いません。

５．問題１と問題２の解答は、別々の解答用紙に記入してください。



平成２３年度（2011 年度）金沢大学大学院法務研究科入学試験問題

試験科目 私 法

※ 問題１と問題２の解答は、それぞれ別の解答用紙を用いること。

問題１ つぎの事例を読んで、あとの（問い）に答えなさい。

Ｂは、自社の資金繰りに行き詰まり、父親Ａに１億円の資金援助を懇請した。これに対

してＡは、その場では資金援助を了承しなかったが、その後、Ｂには内緒で、Ａ所有の甲

土地（時価１億１０００万円）を処分して、Ｂに協力しようと考えるに至った。

しかし、Ｂはやはり諦めきれず、事後承諾をもらえばよいと考え、Ａに無断でＡの代理

人として甲土地を売却することを計画し、買い手を探し始めた。

甲土地は、市街地から少し離れた国道沿いにあり、１０年後には大規模な戸建て住宅の

分譲が予定されている地区にあったことから、ファミレスＸ社が出店を模索しているとい

う情報を得て、ＢはＸを買い手として検討し始めた。

他方、ファミレスＹ社としても、同地区への出店を計画していたところ、Ａが甲土地を

処分したいとの情報を得て、早速、ＡＹ間での契約交渉が開始された。

平成某年５月１日、売主Ａ、代理人Ｂ、買主Ｘ、代金額を１億５０００万円とする甲土

地の売買契約が成立したが、その際、その所有権移転登記は、代金と引き換えに、３ヶ月

後の同年８月１日に行うことが決まった。

同年６月１日、売主Ａ、買主Ｙ、代金額を１億円とする甲土地の売買契約が成立した。

このとき、Ｙは、同年５月１日にＸが甲土地について売買契約を締結したという情報を得

ていたが、まだ移転登記を完了していないことを利用して、Ａとの売買契約に及んでおり、

所有権移転登記も、代金と引き換えに２週間後の同年６月１５日に完了した。

Ｂは、同年７月に入ってあらためてＡを訪ねたときに、Ａが１億円を用立ててくれたこ

とを知り、Ｘとの売買契約など事の顛末を正直に話すことになった。そこで、Ｂは、Ｘと

の売買契約の代金額が１億５０００万円であることから、こちらの契約のほうが有利であ

ると説得した上で、Ａに対して、Ｘとの売買契約に対する承諾を求めたところ、Ａはこれ

を了承し、Ｂの行為について追認する旨の意思表示をＸに対して内容証明郵便によって行

い、同意思表示は２日後にＸの元に到達した。

（問い）

Ｘは、Ｙに対して、Ｙ名義の所有権移転登記について抹消登記手続を請求できるかどう

かについて論じなさい。



問題２ つぎの事例を読んで、あとの（問い）に答えなさい。

Ｘ株式会社（以下、「Ｘ社」とする。）は、会社法上の公開会社であるが上場会社ではな

い。また、Ｘ社は委員会設置会社ではない。Ｘ社の取締役はＡ・Ｂ・Ｃの３名であり、Ａ

のみが代表取締役であった。Ｘ社の株主は、１０名であった（Ａ・Ｂ・Ｃも株主）。

Ｘ社の株式を取得した暴力団組員Ｆは、Ｘ社を訪れ、Ｘ社の総務部長Ｄに対して、「株主

総会の場で、Ｘ社の不正な会計処理を追及する。」と述べた。驚いたＤは、Ｘ社の経理部長

Ｅに、不正な会計処理がなされているのかどうか尋ねた。Ｅは、「不正な会計処理ではない

と思うが、総会の場で追及されると面倒なことになるかもしれない。」と回答した。

不安になったＤは、Ｅと相談して、Ｆの口封じのために利益の供与を行うことにした。

そして、Ｆに有利な価格で、ＦがＸ社に対して事務用品を販売するという方法で、繰り返

しＦに対する利益供与（以下、「本件利益供与」とする。）が行われた。その結果、ＦがＸ

社の株主総会に出席することは１度もなかった。Ｄ・Ｅは、本件利益供与を誰にも話さな

かった。そのため、Ａ・Ｂ・Ｃは、本件利益供与を全く知らなかった。

Ｘ社の取締役会は、「取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するため

の体制その他株式会社の業務の適正を確保するために必要なものとして法務省令で定める

体制（以下、「内部統制システム」とする。）の整備」について決定したことがなかった。

そのため、Ｘ社において、内部統制システムは構築されていなかった。しかし、Ｘ社にお

いて、適切な内部統制システムが構築されていれば、Ａ・Ｂ・Ｃは、本件利益供与の事実

を知ることができたはずであった。

本件利益供与により、Ｘ社に損害が発生した。

（問い）

Ａ・Ｂ・Ｃは、会社法上、Ｘ社に対してどのような責任を負うかについて論じなさい。


